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サンアグロ(株)

編集：西日本営業部 加藤（駿）、渡部
次回は2月上旬を予定しております。

®

®

昨年は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。
２０２3年も引き続き千代田NEWSを配信していきますので
お役立ていただければ幸いです。本年も宜しくお願い申し上げます。

®

①千代田化成を
マルチの上から散布する

③肥料成分が根圏に
拡散し吸収される

②施肥後の降雨で
すばやく溶ける

昨年の1月～2月は降雨不足による中生/晩生タマネギの初期生育不良（肥切れ）
が相次ぎ、例年より小玉のタマネギが多く収穫されました。
そんな中、千代田化成を元肥/追肥に施用していた生産者は
初期生育不良を回避でき、マルマルとしたタマネギを収穫でき助かりました。
少ない水分でもはやく溶け、すみやかに作物に吸収される千代田化成の効果を
実感しました。

マルチでの追肥イメージ

タマネギの大産地 淡路島では極早生や早生タマネギの収穫が３月頃から始まります。
ここからが勝負！の大事な追い込み時期ですが・・・
気温や地温の低い低温期には肥料が効きにくい状況になります。
低温下でも素早く溶け、すみやかに作物に吸収される千代田化成がおすすめです。

現地販売店からの声

※栽培期間の長いタマネギは追肥のタイミングが重要です。
マルチの上からでも素早く溶ける千代田化成はタマネギ追肥にバツグンです！
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施肥が楽になって収穫量もアップ！
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一般化成区

千代田化成

千代田化成区

収穫量約１４％アップ

千代田化成の追肥がタマネギの生育に及ぼす影響
～サンアグロ研究所試験結果～

試験区：元肥 オール16 追肥 千代田550 対照区：元肥・追肥 オール１６
元肥：11月中旬 定植：施肥後約1週間 追肥：①1月中旬②2月上旬 収穫：5月下旬

一般化成区

千代田化成ならマルチの上からでも簡単に施肥できます。
動画では散粒機を使用し、より効率的に施肥しています。

サンアグロはYouTubeに公式動画をアップしています。

←の動画は
下のQRコードからアクセス！
「早生タマネギの追肥に千代田」

他の公式YouTube動画
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